




Comparing Areas Subject to the “Central Urban Area  
Revitalization Basic Plan” and the Scope of Baru Ibento;  
A Case Study of Hyogo Prefecture
ISHIHARA  Hajime†
Abstract
　Revitalization of centeral urban areas is an urgent issue. In recent years, as a means 
to revitalize urban centers, baru ibento （bar event）, festive events focused on food and 
beverage establishments, have attracted attention. In the Kinki region, these bar events 
are actively sponsered and hosted. In Hyogo prefecture, eight cities have formulated 
the basic plans for revitalizing their central urban areas. This number is the largest in 
the Kinki region. Therefore, this paper compares the implementation of baru ibento with 
the basic plans for the city centers of these municipalities （referred to as Chushin 
shigaichi ka’seika kihon keikaku） of Hyogo Prefecture. As a result, during the planning 
period in the cities of Himeji, Akashi, Itami and Kawanishi, the area and the scope of 
the bar event coincided. In these four cities, the bar events have benn held regularily.
　On the other hand, different responses were found in the cities of Kobe, Amagasaki, 
and Takarazuka, where the period of planning had ended. Tanba City is still in the 
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図 1 近畿圏整備法 政策区域 
資料：国土交通省ＨＰより引用 
 http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/vision/seisaku-e-map/k-seisaku-map.pdf 




























図 2 認定された中心市街地活性化基本計画のある市（2016 年 10 月現在） 
資料：内閣府地方創生推進事務局「認定された中心市街地活性化 本計画」 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/chukatu/list.html 
























（長田区） （ 11.4） （  9.8） （8,619.0）
姫路市 中核市 都市開発区域  53.6 534.5 1,002.2
尼崎市 中核市 既成都市区域  45.3  50.7 8,922.8
明石市 中核市 都市開発区域  29.3  49.4 5,937.0
伊丹市 － 近郊整備区域  19.7  25.0 7,875.3
宝塚市 施行時特例市 近郊整備区域  22.5 101.8 2,209.3
川西市 － 近郊整備区域  15.6  53.4 2,926.2



























































































































































































































































































































































































尼崎市  83 ㈱ティー・エム・オー尼崎 尼崎商工会議所 阪神尼崎（阪神電鉄） 41,401































































神戸市 アスタ新長田北テナント会 アスタ新長田北テナント会  1 2016年10月8 ～ 10日 2016年10月8 ～ 10日
姫路市 姫路商工会議所 姫路商工会議所  7 2012年11月16日 2018年10月24日
尼崎市 実行委員会 実行委員会  1 2014年7月26日 2014年7月26日
明石市 実行委員会 明石地域振興開発㈱ 15 2010年10月22日 2018年11月9･10日
伊丹市 伊丹市中心市街地協議会 伊丹まち未来㈱ 19 2009年10月17日 2018年10月20日
宝塚市 実行委員会 実行委員会  5 2014年5月17･24･31日 2018年6月2･9･16日
川西市 川西市中心市街地協議会 川西市中心市街地協議会 15 2011年3月5日 2018年11月11日












神戸市 やや狭い ５枚綴り 3,000円 バラ売り700円  19
姫路市 ほぼ一緒 ５枚綴り 3,000円 3,500円 106
尼崎市 ほぼ一緒 ５枚綴り 3,000円 3,500円・バラ売り700円  56
明石市 ほぼ一緒 ５枚綴り 3,000円 バラ売り700円  67
伊丹市 ほぼ一緒 ５枚綴り 3,500円 4,000円・バラ売り800円  97
宝塚市 区域外あり １コイン※or ２コインor ３コインの選択制 119









図 5 新長田まちなかバルのバルマップ（アスタ新長田北テナント会作製） 
資料：新長田まちなかバルＨＰから引用 





























































































図 7 姫路まちなかバルのバルマップ（姫路商工会議所作製） 








































































































































図 11 明石まちなかバルのバルマップ（明石商工会議所作製） 



















































































図 13 伊丹まちなかバルのバルマップブック（伊丹市中心市街地協議会作製） 

















































































図 15 宝塚バルのバルマップブック（宝塚バル実行委員会作製） 








図 15 宝塚バルのバルマップブック（宝塚バル実行委員会作製） 



































































17 わにしきんたくんバルのバルマップブ ク（川西市中心市街地協議会作製） 
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中心市街地活性化基本計画の設定区域とバルイベントの実施範囲との比較―兵庫県を事例として―（石原　肇）
５　まとめと今後の課題
　本稿では，近畿圏では中心市街地活性化基本計画の策定市が８市と最も多い兵庫県を研
究対象地域として，中心市街地活性化基本計画に基づく中心市街地区域とバルイベントの
実施範囲とを比較した。その結果，計画期間中の姫路市，明石市，伊丹市，川西市の４市
では，中心市街地区域とバルイベントの実施範囲が一致していた。また，これらの４市で
は，バルイベントが継続的に開催されていた。一方，計画期間が終了している神戸市（新
長田地区），尼崎市，宝塚市の３市では異なる対応がみられた。宝塚市では中心市街地区
域よりも広い範囲をバルイベントの実施範囲とし，継続的に開催されていた。残りの２市
では，バルイベントは継続開催されず，１回だけの開催に止まっていた。この２市では，
尼崎市では中心市街地区域とバルイベントの実施範囲が一致し，もう一方の神戸市（新長
田地区）では中心市街地区域よりバルイベントの実施範囲は小さくなっていた。なお，丹
波市は，中心市街地活性化基本計画の計画期間中であるが，未だにバルイベントは実施さ
れていない。
　これらのことから，中心市街地活性化基本計画の策定市では，計画期間中の場合に，バ
ルイベントが継続開催されやすい傾向にあるといえよう。これは，中心市街地活性化協議
会あるいは商工会議所やまちづくり会社がバルイベントの実施を牽引していくことに貢献
しやすい状況にあるからと推測される。中心市街地活性化基本計画の策定市であっても，
計画期間が終了していれば，中心市街地活性化基本計画を策定していない市と変わりはな
く，バルイベントが継続されるか否かはバルイベントの実施主体の継続の意思次第と思わ
れる。
　なお，本稿の調査結果からだけでは，飲み歩きイベントであるバルイベントの適切な実
施範囲は見出せない。これまでの他の地域の情報収集から，バルイベントの実施範囲を変
更した地域が複数あるとの情報を得ており，これらの変遷を把握し，本稿の調査結果とあ
わせて考察することで，バルイベントの適切な実施範囲を明らかにしていくことが課題で
ある。
注
１） 本稿では，主要な論点として３点をあげた。これら３点以外にも，飲み歩きイベントである
にも関わらずバスを使用するバルイベント（滋賀県栗東市，兵庫県芦屋市，和歌山県和歌山
市等），地図のないバルイベント（大阪府門真市）等，様々な実施方法がみられることから，
別の論点も当然あり得る。
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２） 遊佐（2017）は日本で初めてバルイベントに取り組んだ「函館西部地区バル街」について地
域資源を活用した地域活性化の有効事例として位置づけ，バルイベントが果たす地域活性化
の有効性と，そこから生まれる地域力の創出およびイベントの優位性を分析している。岡田
（2017）は農業県である鹿児島県鹿児島市の「かごしまバル街」を事例として，地産地消の
取組みが参加店舗に与える影響，参加店舗のバルイベント実施地域における位置から各店舗
が参加と不参加のどちらの判断をしているかの２点について分析を行っている。
３） 駒木（2018）は，全国の中心市街地活性化基本計画策定市を研究対象地域とし，中心市街地
区域内の商業集積の程度をクラスター分析により５類型に類別している。
４） 石原（2017a）の調査時点以降，2017年３月24日に滋賀県の東近江市で中心市街地活性化基
本計画が認定されており，滋賀県の中心市街地活性化基本計画策定市は５市となっている。
付記
　本稿は，地域活性学会第５回関西支部研究会（2016年11月，関西大学）において口頭発
表した「伊丹市主催「近畿バルサミット」の参加団体からみたバルイベント開催の波及状
況」および2017年日本地理学会春季学術大会（2017年３月，筑波大学）において口頭発表
した「バルイベントの実施範囲と中心市街地活性化基本計画の区域設定との整合性－近畿
２府４県を事例として－」の内容の一部を加筆・修正したものである。
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　本研究を進めるにあたり，兵庫県内の関係各市，まちづくり会社，商工会議所等に情報
提供や聞き取りの対応をいただいた。ご協力いただいた方々に感謝を申し上げる。
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